
「舞姫」 が私たち に教えて いること     

 

１．はじ めに  

私は「舞 姫」を勉 強してい て、今と 明治とで は時代背 景が異な るため、 人の考え 方も 今 と

はずいぶ ん違うん だと感じ た。  

この作品 を読むに は、時代 背景を理 解してお かないと 読んだ後 、感じ方 も変わる だろ う と

思う。  

それなの になぜ、 今でも読 み継がれ 、授業で 学ぶのか 。その答 えは、今 でもこの 作品 か ら

何か学び とる必要 があるか らだと思 い、「舞 姫」が私 たちに教 えている ことは何 なの か 考

えてみた 。  

そして私 の最終的 な結論は 、人は何 かを得よ うとする と、何か 他のもの を失って しま う と

いうよう な、人生 はそんな に簡単で はないと いうもの だ。  

 

2．本論  

私はこの テーマを 以下の二 点から結 論を出し た。  

(ア )豊太 郎という 人物より  

 

豊太郎は 秀才で、 なまけず 学問に励 み、気を 緩めるこ となく勤 務をし、 受動的で 機械 的 な

人物であ った。  

官長や母 からすれ ば、とて も聞き分 けがよく 、使いや すい人物 だったに 違いない 。  

しかし、 その人物 像は、決 断力がな く、臆病 で優柔不 断な本当 の豊太郎 自身をご まか し 、

誰かが自 分のため に作って くれた道 をただ歩 んできた 結果から できあが ったもの にす ぎ な

い。  

豊太郎と いう人物 は自分の 意志を表 さず、自 分を押し 込めるこ とで周り から評価 を受 け て

いたのだ 。  

ドイツに 来てから は、自由 を得たと 感じ、本 来の自分 で生活す ると、職 をなくし てし ま っ

たり、周 りの留学 生からは 中傷され たりと散 々である 。  

そして、 本文にも あるよう に、豊太 郎は自分 の大事な ものをな くすまい と思うと 、友 に 対

しては「 いや」と 言えない 性格をも ち、大事 なものを なくすく らいなら 、自分の 意志 に 関

わらず、 行動して しまう。  

このよう に、豊太 郎は自分 を犠牲に すること で、評価 や仕事、 そして友 という存 在を 得 て

いて、何 かを得る には自分 までもを 失ってし まう人物 である。  

 

(イ )時代 背景より  

 



社会が大 きく変動 した明治 時代には 、自分の 能力によ って上の 階級への し上がる こと が 可

能になっ た。  

そして、 学んだこ とによっ て身をた てること は人間と して、価 値ある行 為とされ てい た た

め、豊太 郎は厳格 な家庭教 育を受け 、父を早 くに失っ たために 、学業に より励み 、母 の 期

待を一身 に受けて いた。  

本文にあ るように 、留学し たのは、 名を挙げ て出世す るのも、 家名を上 げるのも 、チ ャ ン

スだと思 ったから だ。  

明治時代 では、立 身出世が 士族の子 弟達にと って大き な夢であ ったよう に、豊太 郎に と っ

ても大き な目標で あったの だろう。  

豊太郎は ドイツへ 行き、日 本と違う 環境にお かれ、自 由を感じ 、エリス と付き合 うこ と で

学業が荒 み、出世 から離れ てしまっ た。   

しかし、 相沢とい う出世し た友と会 うことで また出世 の道を意 識し始め たのだと 思う。  

立身出世 の道とエ リスとで とても迷 うが、こ の時代の 日本を考 えると、 立身出世 を選 び 、

エリスを 失うこと が当然な のだ。  

もし明治 時代に豊 太郎が生 まれず、 立身出世 に価値を それほど もたない 今の時代 に生 ま れ

たなら、 舞姫の結 末も変わ っていた かもしれ ない。  

このよう に、豊太 郎はエリ スと仕事 を同時に 手に入れ ることは なく、明 治の立身 出世 と い

う価値に 飲み込ま れ、自由 を得ずに 出世の道 をただ歩 むといっ た、機械 的人間に 戻っ て し

まってい る。  

 

3 .結論  

 

豊太郎は 立身出世 の道とエ リス、こ の二つを 同時に手 に入れる ことはな かった。  

厳しい家 庭教育を 受け、立 身出世を 目指すた め、自分 自身を縛 ってまで 、まわり の人 が 作

った道を ただ歩ん できた豊 太郎は、 ドイツへ 行き、自 由を感じ 、エリス を手にい れ、 豊 太

郎自身が 作った道 を歩もう としたが 、まわり からの評 価は下が り、出世 への道か ら離 れ て

しまった 。  

そして、 相沢の助 けで再び 立身出世 への道を 歩もうと する時、 評価を下 げないよ うに す る

ため、エ リスと別 れる必要 があり、 目標のた めにエリ スを失っ た。  

このよう に、豊太 郎はエリ スを得る と仕事を 失い、仕 事を得る とエリス を失うと いう よ う

に何かを 得ようと すると、 他の何か を失って しまい、 豊太郎は 縛られて いるもの から 自 由

になろう とすると 排除され 、自由に なったと 思ったら 再び縛ら れてしま っている 。  

以上より 、鴎外は 「舞姫」 という作 品から人 は何かを 得ようと すると他 の何かを 失い 、 自

分の思い どおりに ならない ことばか りで、人 生はそん なに簡単 ではない と私たち に教 え て

いるのだ 。  



 

 

 

 

 

 

 

 


